
 

 

 

 

「いじめについて考えてみました」 

学校で「いじめ」が多く発生する時期は６月です。この時期は、学級や

部活動などの新しい組織に慣れて友人との関係が近くなります。一般的に

家族や兄弟へ不満が多くなるのと同じで、身近な関係になればなるほど関

心が高まり、怒りやストレスの発生が高くなります。その怒り感情からい

じめ行為を行うことがあります。また、６月の梅雨時期は自律神経も乱れ

やすくイライラしてしまうことがあります。 

 いじめ行為の中で特に陰湿なのが、ＳＮＳ上での他人への攻撃です。直

接的な暴力で人は傷つきますが、最近の研究では「言葉による攻撃」でも

脳に傷を負うことが分かりました。さらに、その脳の傷は回復に長い時間

がかかるとのことです。そのため法改正が行われインターネット上で誹謗

中傷の書き込みをすれば、内容によっては名誉棄罪（めいきそんざい）や

侮辱罪（ぶじょくざい）等の刑事責任を問われる場合があります。 

 北中の先生たちは「いじめを絶対に許さない！」という強い信念で、い

じめに対応しています。少しでも悩みや気になることがあれば「いじめア

ンケート」や教育相談で勇気を出して話してください。 

いじめの特性として、加害者は人を傷つけている感覚がマヒしていま

す。そして行為はどんどん卑劣（ひれつ）にエスカレートしていきます。

そのため、いじめは初期対応が必須であり、小さな芽のう

ちに対処しなければいけません。もし、いじめの被害や友

達がいじめにあっていそうな時は、周囲の信頼できる大人

に相談をしてください。 

「修学旅行のようす （5／14～16）」 

３年生は、九州へ２泊３日で修学旅行に行ってきました。１日目は、ペ

ーロン体験を行い、夜にはホテルで全体のレクリエーションをして盛り上

がりました。２日目は、原爆資料館の見学から長崎市内の班別行動をしま

した。その後、唐津の民泊体験をして素敵な思い出をつくりました。最終

日は、博多の太宰府天満宮でそれぞれ進路の合格祈念をしました。先生か

ら「神様にお願いして安心したらあかんよ。これからしっかり勉強をしな

いと！」とはっぱをかけられていました。 

保護者のみなさまへ 

 ５月２４日の参観授業へ来校いただきありがとうございました。「保護者

証」のＱＲコード受付をはじめて試みましたが、かなりスムーズに行うこと

ができました。次回「保護者証」は、首からはずしてリーダーにかざしてく

ださい。また、自転車の方は一旦留めずに押したままでリーダーにかざして

していただくようにお願い申し上げます。 
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